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６
月
定
例
会
最
終
日
に
、
市
長
、
病
院
事
業
管
理
者
、

市
職
員
の
給
与
を
削
減
す
る
条
例
改
正
が
提
案
さ
れ
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
削
減
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復

興
の
た
め
国
家
公
務
員
の
給
与
削
減
7.8
％
に
準
じ
て
行
う

も
の
で
す
。

　

昭
和
46
年
に
設
立
さ
れ
、
公
共
用
地
の
先
行
取
得
・
造

成
な
ど
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
17
年
度
以
降
事
業

実
績
も
な
く
、
土
地
開
発
公
社
理
事
会
で
他
市
の
状
況
等

調
査
す
る
な
ど
検
討
し
た
結
果
、
５
月
１
日
の
理
事
会
に

お
い
て
解
散
の
同
意
が
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
提
案
さ
れ
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

６月定例会で一般会計補正予算など
25件を審議しました

６
月
定
例
会
の
日
程

●主な内容

市道の改良舗装（東下り松線ほか４路線）

１億８００万円

橋の維持補修事業（平田橋ほか６橋）

６，１００万円

消防ポンプ自動車を２台購入

３，６１１万３千円

耐震性防火水槽の設置（４地区）

２，０５０万円

クレインパーク花公園整備

６，０００万円

江内体育館屋根改修工事

３，６００万円

　

説
明
を
受
け
た
あ
と
質

疑
を
行
い
、
一
部
を
採
決

し
ま
し
た
。

　

審
査
結
果
は
次
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

各
常
任
委
員
長
の
審
査

報
告
を
受
け
、
質
疑
や
討

論
を
行
い
採
決
し
ま
し
た
。

　

各
議
員
の
一
般

質
問
の
内
容
は
、

６
ペ
ー
ジ
か
ら
13

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

各常任委員会に審査を求め付託

6/3　初日6/17,18,19,266/26　最終日 6/12 〜 14

賛
成
の
意
見

の
意
見

反
対

市
長
、
病
院
事
業
管
理
者
、
市
職
員
の
給
与
を
削
減

出
水
市
土
地
開
発
公
社
の
解
散

一般会計補正予算　可決

提
案
さ
れ
た
議
案
を
上
程

各
常
任
委
員
会
審
査

条
例
・
予
算
等
の
採
決

一
般
質
問

4 〜 6月 7 〜 3月

市　　 長
削減率 15% 20%

給料月額 734,400円 691,200円

病院事業
管 理 者

削減率 ― 11%

給料月額 627,000円 558,030円

職　　 員
削減率 平均5.2%

（4 〜 6%）
平均9.6%

（6〜11%）

削減額 平均
△18,491円

平均
△34,411円

　

県
境
地
域
の
枠
を
越
え

た
共
同
協
調
の
必
要
性
か

ら
、
県
境
観
光
連
携
推
進

協
議
会
負
担
金
、
子
供
た

ち
の
心
の
ケ
ア
や
安
心
・

安
全
に
寄
与
す
る
た
め
の

予
算
や
本
市
の
植
木
緑
化

樹
産
業
を
活
か
し
た
ク
レ

イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み
花
公

園
整
備
事
業
が
措
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
賛
成
す

る
。

小
倉　

幸
夫

　

元
気
臨
時
交
付
金
は
政

治
的
な
思
惑
で
の
予
算
措

置
で
あ
る
こ
と
等
や
、
ク

レ
イ
ン
パ
ー
ク
花
公
園
は

市
長
の
説
明
で
は
、
地
元

植
木
業
者
育
成
で
は
な
く

観
光
が
主
体
で
あ
る
よ
う

に
感
じ
た
。
市
民
の
暮
ら

し
を
守
る
た
め
も
っ
と
や

る
べ
き
こ
と
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

山
口　

良
文

❷
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●出水市農村環境改善センターの設置及び管理に関する

条例及び出水市岩淵公民館の設置及び管理に関する条

例の一部を改正する条例の制定について

　…………………………………………全会一致可決相当

●一般会計補正予算（所管部分）… ……全会一致可決相当

●公設市場特別会計補正予算…………全会一致可決相当

●少人数学級の推進などの定

数改善と義務教育費国庫負

担制度２分の１復元を図る

ための、2014年度政府予

算に係る意見書採択の要請

について

　…………全会一致採択相当

子ども医療費助成事業の自動償還払方式から
現物支給方式への移行を求める意見書
◎市民福祉委員会が提案し、全会一致可決

採
　
択

少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費
国庫負担制度２分の１復元を図るための2014年
度政府予算に係る意見書採択の要請について
◎陳情者　鹿児島県教職員組合
　　　　　北薩地区支部出水地区協
　　　　　議長　松永　陽一

●趣旨　子育て支援策として、県下全市町村が子
ども医療費助成事業を実施しているが、医療費の
負担方法は自動償還払方式となっている。
　この方式では、病院窓口で支払った医療費が、
約３か月後に指定した口座へ振り込まれるため、
手持ちのお金がなければ受診を控える懸念もあり、
子どもの病気が重篤になることは絶対に避けなけ
ればならない。
　全国では８割以上の都道府県が、病院窓口での
負担がいらない現物給付方式にしている実態から、
本県においても、子ども医療費助成事業において、
自動償還払方式から現物給付方式へ移行するよう、
県に対して要請する。

●趣旨　教育の機会均等と教育水準の維持・向上
を図るため、下記事項について要請するもの。
１　離島・山間部の多い鹿児島県において、教育
の機会均等を保障するため、国の定数基準を改
めて複式学級の解消に向けて適切な措置を講ず
ること。
２　少人数学級を推進すること。具体的学級規模
は、ＯＥＣＤ諸国並みの豊かな教育環境を整備
するため、30人以下学級とすること。
３　教育の機会均等と水準の維持、向上を図るた
め、義務教育費国庫負担制度の負担割合を２分
の１に復元すること。

　陳情の趣旨に沿った意見書を内閣総理大臣、
内閣官房長官、財務大臣、文部科学大臣へ提出
しました。

意見書

総務病院常任委員会　6月18,19,26日

建設水道常任委員会　6月17日

産業文教常任委員会　6月17日

市民福祉常任委員会　6月18日

●一般会計補正予算（所管部分）… ……賛成多数可決相当

●病院事業会計補正予算………………賛成多数可決相当

●土地開発公社の解散…………………全会一致可決相当

●出水市職員の給与条例改正…………賛成多数可決相当

●継続審査とした案件………原発再稼働反対の陳情２件

●一般会計補正予算（所管部分）… ……全会一致可決相当

●水道事業会計補正予算………………全会一致可決相当

●出水市子ども・子育て会議条例の制定

　…………………………………………全会一致可決相当

●一般会計補正予算（所管部分）… ……全会一致可決相当

△ 市道東下り松線の現地調査

△ ツル観察センターの
　 現地調査

６月定例会の委員会審査
議案を チェック

陳情と意見書

❸
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580万円

3,600万円

231万６千円

6,100万円

6,000万円

出水市子ども・子育て会議条例

LED灯に取り替え

江内体育館屋根改修工事

条例制定

安心・安全

施設整備

ツル観察センター改修

橋の維持補修

クレインパークいずみ花公園整備

施設整備

施設整備

地場産業振興

　特定教育・保育施設の利
用定員の設定、子ども・子
育て支援事業計画策定につ
いて意見を聴くため、「出
水市子ども・子育て会議」
が設置されます。

　出水運動公園周辺の
外灯25基をＬＥＤ灯に
取り替えます。

　昭和62年に建築後、老朽化した江内体育館の屋
根全面を改修します。

　ツル観察センターの
本館入口付近の段差解
消と２階展望所の床と
クロスの張り替えを行
います。

　補修工事が実施される下原橋。（高尾野）
　この他、補修工事が平田橋ほか２橋、詳細設計
委託が矢筈橋ほか２橋実施されます。

　緑化樹産業等の振興と観光の推進のため、クレ
インパークに花公園が整備されます。

6月定例会 ピックアップ 主な条例・予算

❹
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Q 請願・陳情書は、どう書けばいいの？ 
Ａ　請願・陳情書は、邦文で市議会議長宛てに提出してください。
　　必要記載事項は以下のとおりです。

＜必要記載事項＞
・　請願（陳情）の要旨 

・　請願（陳情）の理由 

・　提出年月日 

・　提出者の住所・氏名（団体の場合は、団体名称と代表者名）、
　　押印 

・　請願の場合は、紹介議員の署名（または記名）、押印
 
＜注意点＞
　請願の場合は、紹介議員が１名以上必要です。
　陳情の場合、紹介議員は不要です。

　

今
後
多
様
化
す
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
へ
の
対
応
、
耐
震
性
の
面

か
ら
も
新
庁
舎
建
設
に
取
り
か

か
る
こ
と
は
行
政
・
議
会
の
共

通
認
識
で
、
こ
れ
以
上
停
滞
さ

せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

吉
元　
　

勇

　

平
成
25
年
第
１
回
臨
時

会
は
５
月
20
日
に
開
会
さ

れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算

１
件
、
専
決
処
分
の
承
認

議
案
３
件
を
審
査
し
可
決

し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
で

は
、
第
１
回
定
例
会
に
お

い
て
新
庁
舎
実
施
設
計
委

託
料
等
を
削
除
す
る
修
正

案
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
、

ま
た
、
東
光
山
公
園
ほ
か

32
公
園
の
指
定
管
理
者
議

案
が
否
決
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
新
庁
舎
実
施
設
計

委
託
料
と
公
園
の
直
営
管

理
に
伴
う
経
費
等
が
主
な

内
容
と
し
て
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
新
庁
舎
建
設
関

連
経
費
を
削
除
す
る
修
正

案
が
議
員
提
案
さ
れ
ま
し

た
が
、
賛
成
少
数
で
否
決

さ
れ
、
原
案
に
つ
い
て
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

山
口　

光
一

吉
元　
　

勇

土
屋　

工
吉

鶴
田　
　

均

田
上
真
由
美

杉
本　

尚
喜

出
水　

睦
雄

兒
島
喜
一
郎

宮
田　

幸
一

川
畑　

寿
昭

小
倉　

幸
夫

垣
内　

雄
一

田
頭　

良
成

築
地　

孝
一

税
所　
　

司

鶴
田
悌
次
郎

餅
井　

敏
郎

中
嶋　

敏
子

道
上　

正
己

榎
園　
　

隆

山
口　

良
文

田
上　

賢
一

髙
崎　

正
風

賛 成
15人

反 対
８ 人

新庁舎建設関連予算

一般会計補正予算の賛否　原案可決

を削除した
修正案を議員提案

修正案
否　決

第１回臨時会（５月20日）

※議長は裁決には加わりません。

請願（陳情）書

平成　年　月　日

出水市議会
議長　○○　○○　様

○○○について

請願（陳情）の趣旨

請願（陳情）の事項
１．○○○○○
２．○○○○○

　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

（住所）○○○○○○○○○
（氏名）○　○　○　○　印
　※法人等の場合は、
　　所在地、名称及び代表者の氏名
　　紹介議員　署名または記名押印

賛
成
の
意
見

の
意
見

反
対

　

基
本
設
計
に
は
、
設
計
業
者

が
特
許
を
有
す
る
点
も
多
々
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
指
名
競
争
入
札
に
も
影
響

力
が
生
じ
、
談
合
が
生
じ
や
す

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
の
可
能
性
を
排
除
す
る
た
め

に
も
基
本
設
計
か
ら
や
り
な
お

す
べ
き
。�

榎
園　
　

隆

　

一
級
建
築
士
免
許
詐
称
の
よ

う
な
出
水
市
を
欺
く
行
為
は
許

せ
な
い
。
現
地
建
て
替
え
で
は

地
域
経
済
活
性
化
に
つ
な
が
ら

な
い
。
豪
雨
災
害
に
対
し
て
安

心
で
き
る
場
所
に
建
設
す
べ
き
。

合
併
協
定
書
を
ほ
ご
に
し
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

�

髙
崎　

正
風

❺
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15人が市政を問う

出
水

４
月
の
衆
議
院
議

員
予
算
委
員
会
で
、
日
本

共
産
党
宮
本
議
員
が
、
い

じ
め
の
な
い
学
校
社
会
で

質
問
し
、「
遺
族
の
知
る

権
利
が
踏
み
に
じ
ら
れ
て

い
る
。」
と
し
、
出
水
市

を
取
り
上
げ
、
遺
族
の
調

査
で
「
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を

壊
さ
れ
弁
償
に
最
低
10
万

円
か
か
る
と
困
っ
て
い
た
。

部
活
後
ノ
ー
ト
が
な
く

な
っ
た
と
泣
い
て
い
た
。

シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
が
鋭

利
な
刃
物
で
え
ぐ
ら
れ
焼

か
れ
て
い
た
。」
な
ど
い

じ
め
の
状
況
が
ア
ン
ケ
ー

ト
に
多
く
あ
っ
た
が
、
校

長
は
約
束
の
開
示
を
せ
ず
、

第
三
者
委
員
会
メ
ン
バ
ー

の
名
前
も
公
表
せ
ず
３
カ

月
の
調
査
で
幕
を
引
い
た

と
発
言
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
発
言
内
容
は
事
実
に
基

づ
い
た
も
の
で
あ
る
の
か
。

教
育
長

国
会
に
お
い
て

示
さ
れ
た
件
に
つ
い
て
は
、

事
故
調
査
報
告
や
こ
れ
ま

で
の
議
会
答
弁
の
と
お
り
、

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
は
学
校
の

備
品
で
、
紛
失
や
修
理
の

記
録
は
な
く
、
壊
さ
れ
た

事
実
も
な
い
。
ま
た
、
備

品
の
修
理
等
に
つ
い
て
個

人
に
負
担
を
求
め
る
こ
と

は
な
い
。
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン

シ
ル
に
つ
い
て
も
焼
か
れ

た
り
傷
つ
け
ら
れ
た
と
い

う
情
報
は
な
か
っ
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
開
示
に

つ
い
て
は
、
当
時
の
校
長

は
「
見
せ
ら
れ
る
と
よ
い

が
、
教
育
委
員
会
に
相
談

し
て
み
る
」
と
答
え
て
お

り
、
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
事
故
調
査
委
員
会
を

設
置
し
、
公
正
に
調
査
を

進
め
て
い
く
こ
と
を
決
定

し
、
遺
族
に
も
説
明
し
、

理
解
を
い
た
だ
い
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
不

確
実
な
情
報
や
断
片
的
な

情
報
に
よ
り
、
事
故
の
原

因
が
い
じ
め
で
あ
る
か
の

よ
う
な
報
道
が
さ
れ
た
こ

と
で
、
関
係
の
な
い
多
く

の
生
徒
が
加
害
者
扱
い
さ

れ
、
ネ
ッ
ト
上
に
実
名
を

公
表
さ
れ
る
な
ど
、
二
次

的
被
害
を
受
け
て
い
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
今
後
も

ア
ン
ケ
ー
ト
開
示
は
適
切

で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
交
通
災
害
共
済

15人が市政を問う

一般質問とは？

　出水市のまちづくりに関
する方針や、市民のくらし
に関連する制度などについ
て議員が説明を求めたり、
質問をすることです。議員
にとって、一般質問は意義
のある発言の場であり、ま
た住民からも関心と期待を
もたれる大事な議員活動の
一つです。

■一問一答方式を採用して
います

国会での子供の
自殺問題

教育長／国会で示されたような　
事実や情報はなかった

教
育
行
政出水 睦雄

❻
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垣
内

国
が
成
長
戦
略
の

一
つ
と
し
て
、
農
業
農
村

の
所
得
倍
増
目
標
10
カ
年

戦
略
を
打
ち
出
し
た
。
そ

の
中
で
農
地
の
集
積
を
は

じ
め
、
担
い
手
の
育
成
に

光
を
注
ぐ
制
度
で
も
あ
る
。

特
に
担
い
手
の
確
保
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。
今
回

国
に
よ
り
青
年
就
農
給
付

金
制
度
が
創
設
さ
れ
た
が
、

本
市
の
取
り
組
み
の
現
状

と
制
度
の
内
容
に
つ
い
て

答
弁
を
求
め
る
。

市
長

平
成
24
年
度
か
ら

青
年
就
農
給
付
金
「
準
備

型
・
経
営
開
始
型
」
制
度

が
創
設
さ
れ
、
青
年
の
就

農
意
欲
の
喚
起
と
就
農
後

の
定
着
を
図
る
た
め
に
給

付
金
を
給
付
す
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

　

平
成
24
年
度
実
績
は
、

準
備
型
で
は
鹿
児
島
県
農

業
大
学
校
の
生
徒
２
名
が
、

経
営
開
始
型
で
は
独
立
自

営
就
農
を
さ
れ
た
方
が
14

名
給
付
金
を
受
け
て
い
る
。

平
成
25
年
度
は
経
営
開
始

型
で
新
た
に
13
名
予
定
し

て
い
る
。
平
成
24
年
度
の

14
名
の
経
営
類
型
別
で
は
、

養
鶏
１
名
、
露
地
果
樹
２

名
、
施
設
野
菜
６
名
、
露

地
野
菜
４
名
、
水
稲
１
名

と
い
う
状
況
で
あ
る
。

　

新
規
就
農
者
へ
の
支
援

策
と
し
て
本
市
で
は
、
新

規
就
農
者
支
援
対
策
事
業

を
創
設
し
た
。
ま
た
、
全

国
農
業
会
議
所
が
実
施
し

て
い
る
農
の
雇
用
事
業
は
、

出
水
市
内
の
農
業
法
人
が

就
業
希
望
者
の
研
修
生
を

雇
用
し
、
農
業
生
産
技
術

等
に
関
す
る
研
修
を
実
施

す
る
制
度
で
あ
る
。
研
修

後
は
新
規
就
農
者
と
し
て
、

期
待
が
持
て
る
も
の
と
考

え
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら

の
制
度
に
つ
い
て
関
係
機

関
と
一
体
と
な
り
推
進
し

て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
観
光
行
政
に
つ
い
て

宮
田

九
州
農
政
局
は
、

漁
業
権
の
あ
る
と
こ
ろ
に

発
電
施
設
を
設
置
す
る
こ

と
か
ら
、
広
瀬
川
漁
協
の

同
意
が
必
要
で
あ
る
。
と

申
さ
れ
て
お
り
広
瀬
川
漁

協
と
出
水
平
野
土
地
改
良

区
が
、
同
じ
米
ノ
津
川
水

系
の
水
の
恩
恵
を
被
る
者

同
士
と
し
て
共
存
共
生
の

道
を
目
指
し
仲
良
く
す
る

た
め
に
、
出
水
市
が
仲
介

の
労
を
取
り
広
瀬
川
漁

協
・
出
水
平
野
土
地
改
良

区
・
出
水
市
、
三
位
一
体

と
な
っ
て
、
こ
の
事
業
に

邁
進
す
る
こ
と
が
肝
要
と

思
う
が
、
市
長
の
方
針
を

お
示
し
く
だ
さ
い
。

市
長

４
月
に
九
州
農
政

局
に
出
向
き
、
実
施
に
向

け
た
問
題
点
や
注
意
事
項

を
ご
指
導
い
た
だ
い
た
。

　

同
じ
河
川
の
恩
恵
を
受

け
て
い
る
出
水
平
野
土
地

改
良
区
と
広
瀬
川
漁
業
協

同
組
合
と
で
水
利
用
や
工

事
の
施
工
に
つ
い
て
協
議

・
意
見
集
約
し
た
う
え
で

合
意
点
を
見
出
し
、
双
方

の
良
好
な
関
係
を
構
築
す

る
こ
と
で
実
施
に
向
け
円

滑
に
進
む
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
両
者
が
協
議

を
行
う
場
と
な
る
作
業
部

会
の
設
置
を
小
水
力
発
電

実
施
検
討
協
議
会
で
提
案

し
承
認
さ
れ
た
。

　

こ
の
作
業
部
会
で
、
出

水
市
を
含
め
た
三
者
が
十

分
な
協
議
を
行
い
、
実
施

に
向
け
た
準
備
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
な
こ
と

の
一
つ
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
大
型
木
造
建
築
に
つ
い

て

△ 東干拓の早期米

△ 高川ダム

小水力発電
高
川
ダ
ム
小
水
力
発
電
に

つ
い
て

市
長
／
三
者
が
十
分
な
協
議
を
行
い

進
め
る
こ
と
が
重
要

急げ！
新規就農者の育成を
市長／県・農業委員会等
関係機関一体となり推進したい

農
業
行
政

宮田 幸一

垣内 雄一
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15人が市政を問う

土
屋

新
庁
舎
建
設
予
定

地
の
雨
水
対
策
に
つ
い
て
、

ま
た
防
災
拠
点
の
新
庁
舎

と
し
て
内
水
氾
濫
の
危
険

性
は
ど
う
な
の
か
。
市
民

に
親
し
ま
れ
る
新
庁
舎
の

施
工
完
成
を
願
っ
て
地
域

で
起
こ
す
防
災
モ
デ
ル
地

区
各
戸
に
、
雨
水
貯
水
タ

ン
ク
を
設
け
、
い
ざ
と
言

う
時
の
た
め
に
、
安
全
で

か
つ
防
災
拠
点
の
ま
ち
づ

く
り
と
、
東
光
山
を
含
ん

で
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て

専
用
ヘ
リ
ポ
ー
ト
ま
で
考

え
ら
れ
な
い
か
伺
い
た
い
。

市
長

公
共
下
水
道
事
業

の
整
備
計
画
に
よ
る
雨
水

排
水
路
の
整
備
と
し
て
、

沖
田
第
１
号
雨
水
幹
線
、

沖
田
第
２
号
雨
水
幹
線
等

の
雨
水
排
水
路
を
既
に
完

了
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

内
水
氾
濫
は
な
い
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
庁
舎
建
設
基

本
構
想
に
お
い
て
は
安
全

安
心
の
暮
ら
し
を
支
え
る

拠
点
と
し
て
の
庁
舎
と
い

う
基
本
方
針
が
あ
り
、
災

害
な
ど
有
事
の
際
は
危
機

管
理
の
拠
点
、
災
害
復
興

の
拠
点
と
し
て
の
役
割
と

機
能
を
担
う
庁
舎
づ
く
り

を
目
指
し
、
耐
震
性
・
防

火
性
及
び
災
害
時
に
即
応

で
き
る
機
能
を
備
え
た
自

立
性
の
あ
る
庁
舎
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

　

節
水
・
環
境
面
で
の
雨

水
の
一
時
貯
留
は
あ
る
程

度
研
究
の
余
地
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。

　

東
光
山
公
園
の
防
災
公

園
化
等
も
含
め
ヘ
リ
ポ
ー

ト
が
可
能
か
に
つ
い
て
は
、

ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
設
置
基
準

等
を
考
慮
し
た
上
で
検
討

で
き
な
い
か
研
究
を
し
て

み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
水
産
多
面
的
機
能
発
揮

対
策
事
業
に
つ
い
て

○
市
職
員
研
修
制
度
に
つ

い
て

小
倉

昨
年
、
県
の
地
域

振
興
推
進
事
業
を
受
け
て

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
公
園
植

栽
事
業
が
始
ま
り
、
植
木

組
合
、
造
園
建
設
業
協
議

会
を
含
め
た
５
団
体
か
ら

な
る
ツ
ル
の
里
花
と
緑
の

推
進
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、

見
事
な
庭
を
造
り
上
げ
た
。

　

庭
園
・
公
園
な
ど
は
造

ら
れ
た
と
き
か
ら
進
化
し
、

よ
り
美
し
く
深
み
を
帯
び

て
い
く
も
の
で
、
時
を
ま

す
ご
と
に
重
厚
さ
も
ま
し

て
い
く
。
本
市
の
公
園
・

庭
園
や
こ
れ
か
ら
造
ら
れ

る
庭
も
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ

し
い
管
理
・
手
入
れ
の
も

と
で
、
よ
り
す
ば
ら
し
い

庭
と
し
て
進
化
す
る
こ
と

を
望
ん
で
い
る
が
、
い
く

ら
予
算
を
か
け
て
も
管
理

が
行
き
届
か
な
け
れ
ば
造

る
意
味
が
な
い
こ
と
か
ら
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク

い
ず
み
の
花
公
園
整
備
に

つ
い
て
は
、
地
場
産
業
の

緑
化
樹
団
体
が
持
つ
技
術

と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
産
業
起
こ

し
の
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク

内
に
四
季
折
々
に
花
を
楽

し
め
る
よ
う
な
フ
ラ
ワ
ー

ガ
ー
デ
ン
を
整
備
し
、
観

光
客
を
呼
び
込
む
新
た
な

観
光
拠
点
を
形
成
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

整
備
後
の
具
体
的
な
維

持
管
理
方
法
に
つ
い
て
は
、

専
門
的
な
技
術
や
知
識
が

必
要
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

整
備
を
進
め
て
い
く
中
で

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

○
県
道
荘
上
鯖
淵
線
に
つ

い
て

△ 花の植栽されたクレインパークいずみ

△ 平成 18 年豪雨災害

雨水対策
新
庁
舎
予
定
地
区
の

安
全
対
策

市
長
／
内
水
氾
濫
は
な
い
と考え

て
い
る

公園・庭園をより魅力的なも
のとするための維持管理は

市長／専門的な技術・知識が必要と考える
ので整備のなかで検討していきたい

公
園
管
理

土屋 工吉

小倉 幸夫
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餅
井

野
田
地
域
で
は
住

民
の
奉
仕
活
動
に
よ
り
、

毎
年
２
月
頃
に
河
川
の
清

掃
作
業
等
お
こ
な
っ
て
き

て
い
る
。
し
か
し
、
今
年

２
月
に
は
、
そ
の
河
川
清

掃
作
業
が
な
か
っ
た
が
、

理
由
と
今
後
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

市
長

高
齢
化
等
に
よ
り

参
加
者
の
事
故
が
危
惧
さ

れ
る
こ
と
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
作
業
を
超
え
る
作
業
内

容
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

ま
た
、
県
管
理
河
川
の
雑

竹
等
の
除
去
を
市
が
実
施

す
る
こ
と
に
疑
義
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
平
成
23
年

１
月
に
野
田
地
区
自
治
連

会
長
と
今
後
の
方
針
に
つ

い
て
協
議
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
河
川
愛
護
精

神
が
途
絶
え
る
こ
と
や
河

川
敷
が
荒
れ
放
題
に
な
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
、

23
年
度
ま
で
は
従
来
ど
お

り
行
い
、
24
年
度
か
ら
は

２
級
河
川
の
伐
竹
・
除
草

等
は
県
の
補
助
事
業
を
活

用
し
た
環
境
美
化
活
動
に
、

市
の
管
理
河
川
に
つ
い
て

は
、
市
が
寄
り
洲
除
去
等

を
実
施
し
、
野
田
地
区
の

皆
さ
ん
に
は
危
険
の
な
い

範
囲
で
の
活
動
と
の
話
し

合
い
が
さ
れ
た
。
し
か
し
、

変
更
内
容
の
周
知
が
徹
底

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
や
行

政
か
ら
の
働
き
か
け
も
弱

か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
25

年
２
月
の
河
川
清
掃
作
業

が
実
施
で
き
な
か
っ
た
。

今
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
つ
い
て
は
、
危
険
の

な
い
範
囲
で
お
願
い
し
て

い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
ご
み
減
量
に
つ
い
て

○
オ
リ
ー
ブ
栽
培
に
つ
い

て

山
口

現
在
、
市
の
子
ど

も
医
療
費
助
成
事
業
は
、

中
学
卒
業
ま
で
助
成
さ
れ

評
価
し
て
い
る
が
、
受
診

す
る
時
に
病
院
窓
口
で
一

旦
負
担
金
を
支
払
い
、
そ

の
後
約
３
カ
月
経
過
し
て

か
ら
自
動
的
に
本
人
の
口

座
に
振
り
込
ま
れ
る
自
動

償
還
払
い
方
式
と
な
っ
て

い
る
た
め
に
、
手
持
ち
の

現
金
が
な
い
場
合
受
診
を

控
え
る
場
面
も
出
て
い
る
。

市
医
療
セ
ン
タ
ー
で
の
対

象
者
の
未
収
金
が
発
生
し

て
い
る
状
況
も
あ
る
。
病

院
窓
口
で
の
負
担
が
必
要

の
な
い
現
物
給
付
方
式
に

切
り
替
え
る
た
め
に
補
助

金
実
施
し
て
い
る
県
へ
強

く
要
求
し
て
い
く
考
え
に

つ
い
て
問
う
。

市
長

子
ど
も
医
療
費
助

成
事
業
は
子
育
て
支
援
の

大
き
な
柱
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
乳
幼
児
だ
け
で
な
く

中
学
校
３
年
生
ま
で
の
児

童
・
生
徒
す
べ
て
を
対
象

と
す
る
こ
と
と
合
わ
せ
、

受
給
者
に
と
っ
て
利
便
性

の
高
い
現
物
給
付
方
式
を

導
入
す
る
よ
う
県
内
全
市

か
ら
県
に
要
望
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

現
物
給
付
方
式
を
導
入

す
る
際
に
は
各
自
治
体
で

取
り
組
ん
で
い
る
助
成
制

度
の
違
い
、
県
国
保
団
体

連
合
会
、
医
療
機
関
、
医

師
会
を
は
じ
め
と
す
る
各

団
体
等
と
の
協
議
、
各
市

町
村
の
国
民
健
康
保
険
に

対
す
る
国
庫
負
担
金
へ
の

影
響
な
ど
多
く
の
課
題
が

あ
る
が
、
九
州
の
多
く
の

県
で
は
現
物
給
付
方
式
が

導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
県
市
長
会

を
通
じ
て
、
県
に
要
望
を

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
川
内
原
発
再
稼
働
に
つ

い
て

○
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
前

駐
車
場
問
題
に
つ
い
て

△ 餅井川

河川清掃作業
河
川
の
清
掃
作
業
が
な
か
っ
た

理
由
と
今
後
の
考
え
は

市
長
／
今
後
も
危
険
の
な
い
範
囲
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
は
お
願
い
し
た
い

子ども医療費助成
事業について

市長／県内一体の取り組みとなるよう
県市長会を通じ要望したい

子
育
て
支
援

餅井 敏郎

山口 良文

❾



いずみ市議会だより　2013年（平成25年）第29号

15人が市政を問う

田
上

公
平
・
公
正
な
市

政
運
営
は
行
政
と
し
て
最

低
限
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
モ
ラ
ル
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
夜
の
10
時
か

ら
翌
朝
８
時
30
分
ま
で
施

錠
さ
れ
て
い
た
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場
は
、

昨
年
８
月
15
日
の
深
夜
、

一
議
員
の
言
動
が
発
端
で
、

現
在
も
施
錠
さ
れ
て
い
な

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

深
夜
に
職
員
が
出
か
け

て
対
応
し
た
事
と
、
過
去

に
２
～
３
回
施
錠
に
関
し

て
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
事

へ
の
対
応
が
あ
ま
り
に
も

違
い
す
ぎ
る
。

　

一
議
員
へ
の
配
慮
か
ら
、

今
回
だ
け
な
ぜ
そ
う
い
う

対
応
に
な
っ
た
の
か
。

市
長

市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
前
駐
車
場
に
関
し
て

以
前
に
も
い
ろ
い
ろ
と
苦

情
が
あ
っ
た
こ
と
と
合
わ

せ
、
公
の
施
設
と
し
て
市

民
に
幅
広
く
利
用
い
た
だ

く
こ
と
を
優
先
さ
せ
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
の
判
断

か
ら
、
現
在
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
前
駐
車
場
に
つ
い

て
は
夜
間
に
施
錠
せ
ず
活

用
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
の
利
用
者
に
限
定
す

る
こ
と
な
く
、
も
っ
と
幅

広
く
有
効
活
用
さ
せ
て
ほ

し
い
と
の
意
見
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
場
に
立
ち

会
っ
た
職
員
が
判
断
し
、

対
応
し
た
も
の
だ
と
認
識

し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
病
院
事
業
の
管
理
運
営

に
つ
い
て

○
社
会
保
障
制
度
改
革
推

進
法
で
市
民
の
社
会
保

障
へ
の
影
響
に
つ
い
て

杉
本

総
合
体
育
館
、
高

尾
野
・
野
田
体
育
館
及
び

武
道
館
等
、
本
市
の
屋
内

競
技
場
に
は
空
調
設
備
が

１
カ
所
も
な
い
。
地
球
温

暖
化
の
影
響
で
屋
内
に
お

い
て
も
熱
中
症
発
症
率
が

急
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
集
い
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
深
め
る
場

と
し
て
の
安
全
性
の
確
保
、

ま
た
、
平
成
32
年
に
予
定

さ
れ
て
い
る
鹿
児
島
国
体

に
向
け
て
、
開
催
競
技
種

目
の
選
定
や
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
誘
致
等
に
お
い
て
、
総

合
体
育
館
等
の
空
調
設
備

の
整
備
は
必
要
不
可
欠
な

課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
長
の
考
え
を
問
う
。

市
長

施
設
利
用
者
や
観

客
の
ニ
ー
ズ
に
最
大
限
応

え
る
と
す
る
な
ら
ば
最
新

の
施
設
へ
の
建
て
替
え
を

順
次
進
め
て
い
く
こ
と
が

一
番
で
あ
ろ
う
か
と
考
え

て
い
る
が
、
現
在
の
財
政

状
況
等
か
ら
す
る
と
困
難

で
あ
る
。

　

当
面
は
利
用
者
の
皆
様

の
ニ
ー
ズ
、
要
望
等
を
で

き
る
だ
け
反
映
す
る
形
で

適
時
・
適
切
な
維
持
補
修

や
施
設
改
修
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
改
正
公
職
選
挙
法
に
つ

い
て

△ 出水総合体育館

△ 市民交流センター前駐車場

田上 賢一

杉本 尚喜

公平公正な市政運営
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
前

駐
車
場
管
理
は

市
長
／
公
の
施
設
と
し
て
幅
広
い
利
用

を
優
先
さ
せ
る
べ
き

屋内競技場への
空調設備設置の必要性は
市長／利用者の要望を反映する形で

補修・改修等を行いたい

社
会
体
育
施
設

❿
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鶴
田

出
水
駅
周
辺
の
悪

臭
は
出
水
市
発
展
の
阻
害

要
因
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

先
月
も
市
掲
示
板
へ
「
い

ろ
い
ろ
国
内
を
旅
し
ま
す

が
あ
れ
ほ
ど
の
悪
臭
は
初

め
て
で
す
。
せ
っ
か
く
の

観
光
客
も
足
が
遠
の

く
。」
と
の
投
稿
が
あ
っ

た
。
国
は
内
閣
府
、
農
水

省
、
環
境
省
な
ど
七
府
省

で
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市

構
想
を
推
進
し
て
い
る
。

家
畜
排
せ
つ
物
や
、
生
ご

み
、
木
く
ず
な
ど
有
機
資

源
を
活
用
し
地
域
の
雇
用

創
出
や
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
く
と
い
う
構
想
で
あ

る
。
出
水
市
で
取
り
組
ま

れ
る
こ
と
を
伺
い
た
い
。

市
長

産
業
廃
棄
物
処
理

施
設
の
悪
臭
対
策
に
つ
い

て
は
、
業
者
の
ほ
う
も
改

善
の
努
力
は
こ
れ
ま
で
も

さ
れ
て
い
る
が
、
中
間
処

理
施
設
が
十
分
で
な
く
そ

の
段
階
で
臭
気
が
出
て
迷

惑
を
か
け
て
い
る
。
中
間

処
理
施
設
を
ど
こ
か
別
な

と
こ
ろ
で
処
理
で
き
れ
ば
、

い
ま
や
っ
て
い
る
最
終
処

分
の
臭
気
も
緩
和
で
き
る

と
社
長
も
一
所
懸
命
取
り

組
ん
で
い
る
。
木
質
バ
イ

オ
に
つ
い
て
、
民
間
で
も

一
部
木
く
ず
等
を
使
っ
て

そ
う
い
う
事
業
を
行
っ
て

い
る
方
々
も
あ
る
よ
う
な

の
で
情
報
等
を
と
り
な
が

ら
、
ど
う
い
う
対
応
が
で

き
る
か
研
究
し
て
み
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
順
天
湾
庭
園
博
覧
会
出

展
と
市
の
産
業
振
興

○
木
材
利
用
に
よ
る
経
済

浮
揚
策

○
今
後
予
想
さ
れ
る
大
災

害
と
庁
舎
立
地

○
合
併
協
定
は
法
的
拘
束

力
が
な
い
と
の
市
長
発

言
と
合
併
協
議
会
会
長

の
立
場

鶴
田

検
討
す
る
べ
き
３

つ
の
少
子
化
対
策
が
あ
る
。

１
、
結
婚
適
齢
期
に
相
愛

の
人
に
出
逢
え
る
チ
ャ
ン

ス
を
増
や
す
こ
と
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

２
、
子
育
て
が
安
心
し
て

で
き
る
環
境
が
図
れ
な
い

か
。

３
、
各
職
場
等
の
理
解
協

力
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
で

き
な
い
か
。

　

徳
之
島
伊
仙
町
は
、
全

国
で
一
番
の
出
生
率
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
町
を
挙
げ

て
子
宝
と
し
て
支
え
て
き

て
い
る
。
出
水
市
も
こ
の

少
子
化
に
つ
い
て
、
新
し

い
ビ
ジ
ョ
ン
は
な
い
の
か
。

市
長

平
成
22
年
３
月
に

出
水
子
ど
も
育
成
支
援
行

動
計
画
の
後
期
計
画
を
策

定
し
、
行
動
計
画
に
沿
っ

た
施
策
を
順
次
実
施
し
て

い
る
。
少
子
化
対
策
は
ど

れ
か
一
つ
の
政
策
を
講
じ

れ
ば
効
果
が
現
れ
る
と
い

う
も
の
で
は
な
い
が
、
現

在
行
っ
て
い
る
中
学
生
３

年
生
ま
で
の
医
療
費
の
無

償
化
や
、
ツ
ル
の
里
子
宝

お
祝
い
金
等
の
制
度
を
引

き
続
き
継
続
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
の
少
子
化
対
策
は
社

会
基
盤
整
備
を
中
心
に
さ

れ
て
き
た
が
最
近
の
動
向

と
し
て
、
国
は
結
婚
、
妊

娠
、
出
産
支
援
を
少
子
化

緊
急
対
策
の
三
本
の
矢
の

一
つ
と
し
て
推
進
し
て
い

く
方
針
と
の
新
聞
報
道
が

な
さ
れ
た
。
結
婚
を
希
望

さ
れ
る
人
が
結
婚
で
き
る

よ
う
に
、
あ
る
い
は
若
者

の
経
済
面
の
安
定
確
保
に

向
け
た
支
援
を
継
続
す
る

と
と
も
に
新
婚
世
帯
に
対

す
る
経
済
的
支
援
や
税
制

面
で
も
支
援
を
し
て
い
く

こ
と
が
骨
子
と
な
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
の
で
、
国

の
対
応
等
も
見
極
め
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

悪臭対策
国
が
進
め
て
い
る
バ
イ
オ
マ
ス

産
業
都
市
の
導
入
を
図
れ

市
長
／
ど
う
い
う
対
応
が
で
き
る
か

研
究
し
て
み
た
い

新しいビジョンは
ないのか

市長／国の動向等も見極め
検討していきたい

少
子
化
対
策鶴田　 均

鶴田 悌次郎
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15人が市政を問う

築
地

元
気
で
長
生
き
を
、

誰
し
も
の
願
い
で
あ
る
。

　

高
齢
化
の
進
展
と
共
に
、

認
知
症
の
高
齢
者
な
ど
行

方
不
明
と
な
る
事
案
が
、

全
国
で
急
増
し
て
い
る
。

　

三
重
県
名
張
市
で
は
、

地
域
住
民
と
行
政
が
連
携

し
て
捜
索
に
あ
た
る
「
地

域
Ｓ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
」
を

立
ち
上
げ
運
用
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
行
方
不
明
者

の
家
族
か
ら
、
捜
索
依
頼

を
受
け
た
自
治
会
な
ど
が

市
消
防
本
部
に
連
絡
、
事

件
性
が
な
い
こ
と
を
警
察

に
確
認
し
て
、
家
族
の
了

承
を
得
た
う
え
で
公
開
捜

索
に
切
り
替
え
る
も
の
で

あ
る
。

　

全
国
で
初
と
な
る
シ
ス

テ
ム
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
を

本
市
で
も
導
入
さ
れ
な
い

か
。

市
長

行
方
不
明
者
の
捜

索
は
、
早
期
発
見
・
安
全

確
保
が
最
大
の
課
題
で
あ

る
。
行
方
不
明
者
の
捜
索

シ
ス
テ
ム
は
、
名
張
市
で

行
っ
て
い
る
よ
う
な
地
域

を
主
体
と
し
た
シ
ス
テ
ム
、

事
前
登
録
に
よ
る
シ
ス
テ

ム
、
見
守
り
隊
を
編
成
す

る
シ
ス
テ
ム
の
３
種
類
ほ

ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
他
市

の
シ
ス
テ
ム
を
参
考
に
、

自
治
会
等
の
地
域
の
方
々

や
関
係
機
関
と
の
捜
索
態

勢
に
つ
い
て
、
本
市
に
ど

の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
適

し
て
い
る
か
、
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
消
費
生
活
相
談
の
現
状

と
対
策

○
コ
ン
ビ
ニ
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

設
置

中
嶋

公
共
下
水
道
の
整

備
等
に
伴
い
処
理
量
が
減

少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

新
規
業
者
の
参
入
は
認
め

な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
確

か
に
し
尿
は
減
っ
て
い
る

が
、
浄
化
槽
汚
泥
は
増
え

て
い
る
。
こ
の
保
守
点
検
、

清
掃
費
や
市
の
公
共
施
設

の
浄
化
槽
の
管
理
委
託
費
、

「
合
特
法
」
に
基
づ
く
衛

生
セ
ン
タ
ー
の
随
契
に
よ

る
業
務
委
託
等
合
わ
せ
る

と
、
私
の
試
算
で
は
２
業

者
で
毎
年
３
億
円
超
の
売

り
上
げ
が
競
争
な
し
に
保

障
さ
れ
て
い
る
。
合
特
法

は
合
理
化
事
業
計
画
を
策

定
し
、
仕
事
が
減
っ
た
分

だ
け
代
替
業
務
等
で
支
援

で
き
る
と
し
て
い
る
。
法

の
趣
旨
に
基
づ
き
、
透

明
・
公
正
な
運
営
を
図
れ
。

市
長

下
水
道
に
接
続
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
相
当
な

影
響
を
受
け
る
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
の
で
、
こ
れ

ま
で
の
地
域
性
や
歴
史
等

を
考
慮
し
て
下
水
道
施
設

関
連
の
委
託
業
務
を
提
供

し
て
お
り
、
問
題
は
な
い

と
認
識
を
し
て
い
る
。

合
理
化
事
業
計
画
策
定
に

つ
い
て
は
、
平
成
６
年
度

に
鹿
児
島
県
か
ら
合
理
化

事
業
計
画
策
定
に
関
す
る

通
知
が
あ
っ
た
が
、
本
市

で
は
昭
和
62
年
の
供
用
開

始
以
来
、
合
特
法
の
趣
旨

に
基
づ
き
代
替
業
務
を
選

択
し
、
委
託
し
て
き
て
い

る
の
で
合
理
化
事
業
計
画

は
策
定
し
て
い
な
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

今
後
の
合
理
化
事
業
計

画
策
定
に
つ
い
て
は
、
県

内
市
町
村
等
の
状
況
も
見

な
が
ら
検
討
を
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
生
活
保
護
行
政
に
つ
い

て
○
教
育
行
政
に
つ
い
て

△ 衛生センター

中嶋 敏子

築地 孝一

安心・安全なまちづくり
行
方
不
明
者（
認
知
症
の
高
齢

者
な
ど
）保
護
へ
地
域
Ｓ
Ｏ
Ｓ

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て

市
長
／
出
水
市
に
適
し
た
シ
ス
テ
ム
を

検
討
し
て
い
き
た
い

「合特法」の趣旨に基づき
合理化事業計画の策定を急げ
市長／県内市町村等の状況も

見ながら検討したい

し
尿
処
理
業
者
救
済

⓬
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髙
崎

里
道
や
農
道
に
居

住
区
が
面
し
て
い
る
と
こ

ろ
の
舗
装
や
側
溝
等
の
整

備
が
遅
れ
て
い
る
と
こ
ろ

が
数
多
く
あ
り
、
日
常
生

活
に
支
障
を
き
た
し
て
い

る
。

　

公
共
性
が
低
い
か
ら
、

ま
た
制
度
的
な
も
の
が
な

い
か
ら
と
い
っ
て
整
備
が

な
さ
れ
な
け
れ
ば
、
そ
こ

の
住
人
は
一
生
そ
の
ま
ま

で
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
差

別
的
な
も
の
に
な
っ
て
し

ま
う
。
市
の
制
度
的
な
も

の
は
住
民
個
人
の
負
担
が

強
い
ら
れ
、
そ
れ
に
は
限

界
が
あ
る
。
そ
こ
で
全
額

市
の
負
担
で
10
～
20
年
と

長
期
的
な
計
画
の
も
と
で
、

整
備
さ
れ
る
考
え
は
な
い

か
。

市
長

い
ろ
ん
な
制
度
に

か
け
て
事
業
す
る
場
合
に
、

制
約
が
あ
り
実
施
で
き
な

い
こ
と
は
現
実
に
あ
る
。

し
か
し
、
時
代
の
推
移
、

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
と

と
も
に
、
住
宅
事
情
や

人
々
の
住
む
環
境
に
対
し

て
の
考
え
方
も
変
わ
っ
て

き
て
い
る
部
分
も
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
人
口
減

少
化
時
代
に
な
っ
て
い
く

と
、
定
住
人
口
増
も
行
政

の
大
き
な
課
題
の
一
つ
で

あ
り
、
住
み
や
す
い
環
境

整
備
の
た
め
に
は
、
道
路

行
政
は
大
き
な
ウ
エ
イ
ト

を
占
め
る
と
考
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

見
直
し
と
今
後
の
対
応
等

に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ

と
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
補
助
事
業
を

使
っ
て
受
益
者
負
担
を
払

い
な
が
ら
整
備
さ
れ
た
里

道
等
と
の
整
合
性
も
あ
る

の
で
、
そ
れ
ら
を
ク
リ
ア

で
き
る
よ
う
な
環
境
の
変

化
、
状
況
の
変
化
が
あ
る

か
な
い
か
を
見
極
め
な
が

ら
対
応
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
交
通
行
政
に
つ
い
て

吉
元

ふ
も
と
資
料
館
整

備
計
画
に
つ
い
て
は
、
麓

地
域
の
資
源
活
用
を
図
り
、

具
体
的
な
整
備
に
取
り
組

む
と
の
姿
勢
で
あ
る
が
、

こ
の
資
料
館
的
な
施
設
の

必
要
性
を
市
長
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
凍
結

さ
れ
て
い
た
10
億
円
規
模

の
資
料
館
建
設
に
つ
い
て

は
廃
止
の
方
向
で
あ
る
が
、

ど
れ
く
ら
い
の
規
模
の
施

設
を
考
え
て
い
る
か
。
麓

武
家
屋
敷
地
域
は
、
第
一

種
低
層
住
居
専
用
地
域
で

あ
り
、
規
制
の
あ
る
地
域

で
あ
る
が
、
資
料
館
で
お

土
産
が
買
え
た
り
、
食
事

等
休
憩
が
で
き
る
よ
う
な

施
設
の
検
討
を
行
う
の
か
。

市
長

整
備
検
討
委
員
会

は
、
平
成
24
年
度
に
２
回

の
委
員
会
が
開
催
さ
れ
て

お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
見
地

か
ら
審
議
さ
れ
、
凍
結
さ

れ
て
い
た
計
画
は
廃
止
し
、

新
た
に
ど
の
よ
う
な
施
設

を
建
設
す
る
の
か
、
現
在

も
継
続
し
て
審
議
中
で
あ

る
。

　

資
料
館
に
付
随
し
て
い

ろ
い
ろ
な
施
設
が
あ
わ
せ

て
造
れ
な
い
の
か
、
ま
た

規
模
等
に
つ
い
て
も
議
論

い
た
だ
け
る
の
で
は
と

思
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
、

こ
の
検
討
委
員
会
の
最
終

的
な
検
討
結
果
を
受
け
て

判
断
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
ア
シ
ュ
ラ
ン
出
水
新
工

場
建
設
計
画
の
凍
結
に

つ
い
て

○
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
花
公

園
整
備
事
業
に
つ
い
て

△ 補助事業で整備された里道

▷
麓
武
家
屋
敷

髙崎 正風

吉元　 勇

里道・農道整理
住
民
負
担
の
な
い
舗
装
・
側
溝

等
の
整
備
は
で
き
な
い
か

市
長
／
状
況
変
化
等
を
見
極
め
な
が
ら

対
応
し
て
い
き
た
い

ふもと資料館整備
計画について

市長／整備検討委員会の答申結果
により判断していきたい

資
料
館
建
設
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９月定例会の予定

９月　２日　　本会議　（初日）
　11日　　本会議
　12日　　本会議
　13日　　本会議　　一般質問
　17日　　本会議
　18日　　本会議
　19日　　常任委員会
　20日　　常任委員会
　24日　　常任委員会（予備日）
　27日　　本会議（最終日）

※本会議は午前１０時から始まります。
※日程については変更する場合があります。

⎫
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎭

表紙の写真

　７月28日に、大川内小学
校で特認校制度に関心を
持っていただくため開催さ
れました。カヌー体験や川
遊びなどを楽しんでいまし
た。

サマーイベント
 in おおかわうち

発
行
責
任
者

編
集
・
発
行

（
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会
）

委
員
長　

鶴
田　
　

均

副
委
員
長　

吉
元　
　

勇

委　

員　

宮
田　

幸
一

委　

員　

榎
園　
　

隆

委　

員　

築
地　

孝
一

委　

員　

山
口　

良
文

議　

長　

外　
　

德
男

編集後記
　私事ですが、妻が認知症を患い、治
療中です。今まで話を聞く中で大変さ
を見聞きしていましたが、実際に直面
したら実に大変です。市民の方々と話
をする中でも、多くの方々が体験され
ていることに驚き、その対応について
学んでいます。今議会でも認知症対策
の質問も出されています。市民の暮ら
し・福祉優先の市政運営のために一人
一人の議員が一生懸命に頑張っている
姿を「かけはし」で少しでも理解して
いただけたら幸いです。

　議会報告会及び意見交換会を、７月８日（月）から12
日（金）まで市内11会場で開催し、合計117名（男性99
名、女性18名）のご参加をいただき、自治会未加入問題、
ごみ処理、災害対策など多くのご意見をいただきました。
ありがとうございました。
　なお、９月定例会の議会報告会及び意見交換会を10月
に予定しております。詳細な日程等決まりましたら、あ
らためてお知らせいたします。

　商工会議所会員が議員に対し意見や要望を伝え、商工
業振興、魅力あるまちづくり、観光振興などにつなげよ
うと、意見交換会が５月27日に市内のホテルで開催され
ました。商店街活性化や新たな観光への取り組み、要望
などが出されました。

議会報告会及び意見交換会を開催しました

商工会議所との意見交換会

議会報編集特別委員会　　
委員　山口　良文　

△ 江内カントリーコア


